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文章を読む７ 

 ここまでの復習です。なお使用した資料は「御預米置場蔵拝借金願書」（県立中央図書館

蔵「静岡市史編さん資料」 歴史文化情報センター請求番号 01023-2-4）です。 

 

 

 

文
の
大
意
は
、
「
御
家
様
」
の
お
陰
で
家
名
が
相
続
で
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
類
焼
後
、
諸
物
価
が
高
い
の
で
、
諸
事
行
き
届
か
ず

各
々
大
変
難
儀
し
て
い
ま
す
の
で
、
時
節
柄
も
弁
え
ず
お
願
い
す
る
の
も
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
な
に
と
ぞ
御
米
入
置
場
の
手
当
金
に
つ
い
て
、（
先

番
の
方
の
よ
う
に
お
聞
き
入
れ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
上
げ
ま
す
）
、
と
い
う
意
味
で
す
（
（ 

 

）
内
は
次
回
以
降
の
分
で
す
）。 


